





Examination of the influences of Undergraduates and Graduates Intolerance of 
Ambiguities on their thinking errors, 













































いて単回帰係数が有効であり（順に，Adjusted R2＝ .205, 
p＜ .000; Adjusted R2＝ .039, p＜ .05; Adjusted R2＝ 
.167, p＜ .10），標準化偏回帰係数も，同変数が有効であっ





あり（順に，Adjusted R2＝ .05, p＜ .05; Adjusted R2＝
-.20, p＜ .05.），標準化係数も同変数が有効であった（順に
β＝ -.25, p＜ .05；β＝ .03, p＜ .05）。階層的重回帰分析
の結果， 主に推論の誤り，言語＋非言語情報の誤答タイム
アウト数が職業性ストレスの発生に影響を与える可能性が
示された。
【考察】
　モデル検証の結果，仮説１「曖昧さ不耐性の高さは職業
性ストレスの発生に影響を与える」が一部支持，仮説２「推
論の誤りを大きくする傾向がある」は支持，仮説３「言語・
非言語情報に対して，より曖昧さの少ない言語情報を優先
して判断する傾向がある」は不支持，仮説４「言語情報の
うち，聞く・話すよりも，反復して確認でき，より曖昧さ
が少ない，読み・書きを優先する傾向がある」は支持となっ
た。また，就労場面のコミュニケ―ションで，他者感情評
定の失敗・タイムアウト数が職業性ストレスの要因となる
可能性が示された。仮説３の言語・非言語志向性でIAが有
効でなかった要因として，曖昧さ不耐性が高いからこそ失
敗を注意深く学習しており，検査では容易に「正解」を予
想できた可能性が推察される。仮説４においては，読み書
き志向性を持つ曖昧さ不耐性高群が，口頭による音声情報
だけ与えられても，情報処理が間に合わず，誤解や判断の
遅れを生じさせやすいと推察される。音声情報の補助とし
て視覚情報の活用が有効であると考えられる。 
